
 
入院者訪問支援事業の開始について 

 
１ 事業目的と主な内容 

精神科病院の入院者のうち、特に医療機関外の者との面会交流が途絶えやすくなることが想定される者（市町村⻑同意の
医療保護入院者等）の希望に基づいて、入院する精神科病院へ訪問し、入院者の体験や気持ちを傾聴するとともに、入院中
の生活に関する一般的な相談や必要な情報提供を行うことで、入院者本人の孤独感や自尊心低下を解消することを目的とし
て令和６年度から始められたた事業。 

本県では今年度から訪問支援員の養成研修部分と派遣部分に分けて業務委託し、事業を推進していく予定。 
訪問支援員養成研修については、委託契約を締結済み。派遣調整業務については、今後詳細を詰めた上で、委託契約予定。 
養成研修については、本年 11 月末頃に開催する予定であり、まずは⻄部圏域から年明け頃を目途に入院者の希望に応じた

派遣を実施していく予定となっている。 
 
２ 業務委託先 
（１）入院者訪問支援員養成研修業務 

＜委 託 先 等＞鳥取県精神保健福祉士会 
＜主な委託内容＞ 

・ 訪問支援員養成研修 
→２０名程度／１回（２日間）／年、国のカリキュラムに準じた研修を実施 

・ 訪問支援員フォローアップ研修 
→２０名程度／１回（１日間）／年、研修内容は協議の上決定 

・ 実務者会議の開催 
→行政関係者や訪問支援員、医療機関関係者等が参加する会議を１回以上／年開催する。 

（２）入院者訪問支援員派遣調整業務（仮称） 
＜委 託 先＞権利擁護団体を想定 
＜主な事業内容＞ 

・ 派遣する訪問支援員の選定と調整 
・ 派遣先医療機関との日程調整業務 等を想定 

 
３ 事業財源 

１／２国庫補助 
 
４ 事業周知の方法 
 （関係機関） 
  ①精神科病院への周知 
  ②県内市町村への周知 
  ③各保健所への周知 
 （患者） 
  ④市町村⻑同意による医療保護入院時に患者への直接案内 
  ⑤入院後に病院職員からの案内 
 
  ※別添チラシを活用して周知 

  

資料１ 



別添（チラシ） 
 


